　　　　　　　　　　　　　　　 提　言　書

解釈学会特別委員会は、以下5点を常任委員会に提言する。また、提言の趣旨を補足する資料を添える。

1 会員の増加を目途に解釈学会の理念、目的を確認し、他学会との差異化を徹底した上でホームページ等による発信を強化し、会員ならびに社会に対して独自色の周知をはかる。
2 解釈学会の国際通用性に向け、国際交流事業を推進する。
3 経常経費、大会運営費等を点検し、収支の改善に努める。
4 解釈学会が古典文学、近現代文学、国語教育、国語学の４分野によって構成されていることの意義（重要性）を確認する。ただし『解釈』誌の編集が４分野による特集号制をとることが適切であるか否か、再考の余地がある。なお、本件は現行を否定するものではない。
5 会員相互の交流が活発となるよう、全国大会への参加を促進する。とくにプログラムが研究発表者および参加者に有益なものとなるよう、企画、運営に一層の工夫を凝らす。　　　　　　　　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
